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原囃子保存会に地域文化賞
「活性化の中心的な存在」と評価佐
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香
取
遺
産

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

皆
さ
ん
に
読
ん
で
ほ
し
い

本
を
紹
介
し
ま
す
。
小
説

や
エ
ッ
セ
イ
、
旅
行
記
や

絵
本
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

に
富
ん
で
い
ま
す
。

今月のおすすめバ
ス
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
は
じ
め
よ

う
！　

確
実
に
ヒ
ッ
ト
さ
せ
る

技
が
ひ
と
目
で
わ
か
る

　
　
　
　
　

吉
田
幸
二
／
監
修

　

こ
れ
か
ら
バ
ス
フ
ィ
ッ
シ
ン

グ
を
は
じ
め
る
人
の
た
め
に
、

バ
ス
の
習
性
や
タ
ッ
ク
ル
選

び
、
ル
ア
ー
の
解
説
、
確
実
に

釣
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
な
ど
、
イ

ラ
ス
ト
を
多
用
し
分
か
り
や
す

く
解
説
。
ル
ア
ー
カ
タ
ロ
グ
、

全
国
釣
り
場
マ
ッ
プ
も
掲
載
。

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
と
は
な
に

か　

ア
メ
リ
カ
帝
国
の
終
焉

　
　
　
　
　
　

春
山
昇
華
／
著

　

世
界
の
好
況
は
、
借
金
漬
け

の
ア
メ
リ
カ
人
の
お
か
げ
だ
っ

た
。
だ
が
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問

題
が
歯
車
を
狂
わ
せ
た
⋮
。
ブ

ラ
ッ
ク
マ
ン
デ
ー
を
乗
り
越

え
、
30
年
間
相
場
で
生
き
て
き

た
プ
ロ
が
﹁
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
﹂

の
正
体
を
解
き
明
か
す
！

子
ど
も
の
学
力
の
基
本
は
好
奇

心
で
す　

汐
見
先
生
の
素
敵
な

子
育
て　
　
　

汐
見
稔
幸
／
著

　

好
奇
心
を
刺
激
す
る
た
く
さ

ん
の
感
動
体
験
が
学
力
の
基
礎

を
築
き
ま
す
。
学
力
を
の
ば
す

た
め
の
親
・
教
師
の
役
割
を
論

じ
る
ほ
か
、
早
期
教
育
や
中
学

受
験
を
ど
う
考
え
れ
ば
よ
い
か

な
ど
、
実
際
的
な
問
い
や
悩
み

を
取
り
上
げ
、
乗
り
切
り
方
や

ノ
ウ
ハ
ウ
を
教
え
ま
す
。

せ
み
と
り
め
い
じ
ん

　
　
　
　
　

か
み
や
し
ん
／
作

　

虫
好
き
な
子
ど
も
な
ら
、
絶

対
に
夏
に
挑
戦
す
る
セ
ミ
と

り
。
あ
り
ふ
れ
た
夏
の
昆
虫
で

は
あ
る
け
れ
ど
、
捕
ま
え
る
の

は
な
か
な
か
難
し
い
。
セ
ミ
と

り
名
人
の
ご
ん
ち
ゃ
ん
が
、
お

手
製
の
道
具
を
使
っ
て
セ
ミ
を

捕
ま
え
る
コ
ツ
を
、
た
っ
ぷ
り

教
え
て
く
れ
る
絵
本
。

　サントリー文化財団から、地域の文化向上に貢献した個人、団体
に贈られるサントリー地域文化賞に、「佐原囃子保存会」が選ばれ、
₇月28日に都内で受賞式が行われました。
　同会は、口承で伝えられてきた「佐原囃子」を、独自の方法で記
録し、譜面作りや戦前の音源をCD化したり、
子どもたちなどの後継者を育成するなど、関
東を代表する祭り「佐原の大祭」などの伝統
芸能を支え、地域活性化の中心的な存在と評
価され、今回の受賞となりました。
　同会の菅井源太郎会長は、「今後も練習に
励んで、佐原囃子を皆さんに知ってもらいた
い」と、今後の意気込みを話しました。

▲佐原囃子を披露する保存会会員たち
　

返
田
地
区
宮
本
に
鎮
座
す
る

返
田
神
社
は
、
鎌
倉
時
代
中
期

の
古
文
書
に
も
﹁
返
田
悪
王
子

社
﹂
と
み
え
る
古
社
で
、
軻か

遇ぐ

突っ
ち

智の

神か
み

と
埴は
に

山や
ま

姫ひ
め
の

神か
み

を
祭
神
と

し
、
か
つ
て
は
香
取
神
宮
の
摂

社
と
し
て
村
人
の
崇
敬
と
庇
護

を
受
け
て
き
ま
し
た
。

　

本
殿
は
間
口
7
尺
の
一い
っ

間け
ん

社し
ゃ

流な
が
れ

造づ
く
り

。
建
立
の
年
代
は
建
築
様

式
か
ら
17
世
紀
末
か
ら
18
世
紀

中
頃
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
当
社

は
古
来
よ
り
香
取
神
宮
の
造
営

時
期
に
あ
わ
せ
て
建
造
さ
れ
て

お
り
、元
禄
13
年
︵
1
7
0
0
︶

の
神
宮
本
殿
︵
重
要
文
化
財
︶

造
営
と
と
も
に
建
て
ら
れ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

装
飾
も
多
く
、
江
戸
時
代
中

期
の
特
徴
を
よ
く
示
す
建
物
と

し
て
、
平
成
6
年
3
月
1
日
に

市
指
定
有
形
文
化
財︵
建
造
物
︶

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

鳥
居
を
く
ぐ
り
参
道
を
進
む

と
、
そ
の
両
側
に
同
じ
形
を
し

た
石
祠
が
整
然
と
並
ん
で
い
ま

す
。
他
の
神
社
で
は
見
ら
れ
な

い
も
の
で
す
が
、
こ
れ
は
諸
国

の
一
い
ち
の

宮み
や

を
祀
っ
た
石
祠
で
す
。

　

石
祠
の
近
く
に﹁
天て
ん

神じ
ん

地ち

祇ぎ

﹂

と
正
面
に
刻
ま
れ
た
大
き
な
石

標
が
建
ち
、
石
祠
が
建
て
ら
れ

た
由
緒
が
背
面
と
側
面
に
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と

文
化
3
年
︵
1
8
0
6
︶
10
月

に
返
田
村
の
黒
田
三
右
衛
門
豊

昌
が
発
願
人
と
な
り
、
国
中
一

宮
66
個
に
加
え
伊
勢
両
宮
と
天

神
地
祇
合
せ
て
69
社
を
石
祠
と

し
た
よ
う
で
す
。

　

そ
の
昔
、
日
本
に
は
66
の
国

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
最

も
格
式
の
高
い
神
社
が
一
宮
と

さ
れ
ま
し
た
。
伊
勢
の
両
宮
は

「返
かや

田
だ

神社本殿」

諸国一宮の石
せ き

祠
し

別
格
扱
い
で
、
ま
た
天
神
は
天

の
神
、
地
祇
は
地
の
神
を
総
称

し
た
も
の
で
す
。

　

石
祠
は
35
基
ず
つ
両
側
に
並

ん
で
い
ま
す
の
で
、
実
際
の
数

は
70
基
と
な
り
ま
す
。
大
き
さ

は
70
㎝
ほ
ど
で
、
そ
れ
ぞ
れ
列

の
先
頭
に
建
つ
伊
勢
内
宮
︵
皇こ
う

大た
い

神じ
ん

宮ぐ
う

︶
と
外
宮
︵
豊と
よ

受う
け

大だ
い

神じ
ん

宮ぐ
う

︶
の
2
基
だ
け
は
、
他
よ
り

も
10
㎝
ほ
ど
大
き
い
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

石
祠
の
正
面
に
は
、
国
郡
名

と
そ
の
国
の
一
宮
の
名
が
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。
当
然
の
こ
と
な

が
ら
、
下
総
国
の
一
宮
は
香
取

大
神
宮
と
刻
書
さ
れ
て
い
ま

す
。
判
読
で
き
な
い
も
の
も
あ

り
ま
す
が
、
全
国
的
に
有
名
な

神
社
が
並
ん
で
い
ま
す
の
で
、

訪
れ
た
際
に
は
ご
覧
に
な
っ
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▲返田神社本殿（上）と諸国一宮の石祠

₇月25日怖くないけどやっぱり怖い
　夏の恒例行事、山田児

童館のきもだめし大会が

行われ、会場には、怖い

もの見たさの子どもたち

が多勢集まりました。手

作りだけど、本格的なお

化け屋敷には、子どもた

ちの悲鳴が鳴り止むこと

はありませんでした。

₇月19日三越左千夫童謡コンサート
　郷土の詩人、故・三越
左千夫さんの遺した詩や
童謡をテーマにしたコン
サートが、佐原文化会館
で開催されました。今回
は市内の幼稚園児、小中
学生、声楽家や合唱団な
どが出演。フィナーレで
は、観客も一緒になって
歌い、素晴らしい詩の世
界を楽しみました。

₇月24日美大生がまちづくりを提案
　多摩美術大学の学生
が、小野川周辺のまちづ
くりを提案する「佐原プ
ロジェクト2008」の講評
会を行いました。会場に
は、学生たちが提案する、
7つのパネルや模型が展
示され、さまざまな意見
交換が行われました。今
後は、実験店舗などの運
営も計画されています。

▲小野川周辺のまちづくり模型

▲受賞に伴いあいさつ
　をする菅井会長


